
　
さ
て
、
２
０
２
５
年
は
生
成
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
大
き
な
動
き
が
あ
っ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
急
激
に

進
化
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
と
、
著
作
権

の
保
護
の
ル
ー
ル
と
を
ど
の
よ
う

に
両
立
さ
せ
て
い
く
の
か
、
議
論

が
続
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
出
版
の
世
界
も
生
成
Ａ
Ｉ
と

無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
時
代
が
す

で
に
到
来
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
も
、
読
書
が
持

つ
力
は
不
変
で
あ
る
と
、
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
人
は
本
を
読
む
こ

と
で
、
主
体
的
に
自
分
の
頭
で
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
想
像
力
、共
感
力
、

交
渉
力
、
表
現
力
な
ど
を
磨
き
、

そ
の
人
の
人
格
を
豊
か
に
形
成
し

て
い
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
社
会

に
な
っ
て
も
、
し
か
る
べ
き
判
断

力
を
養
っ
て
く
れ
、ひ
い
て
は「
生

き
る
力
」
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
、
長

い
歴
史
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
駆
使
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
か
ら
の
倍
旧
の
ご
理
解
と
ご
助

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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な
か
で
「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
、

平
和
な
文
化
国
家
を
作
ろ
う
」
と

い
う
決
意
の
も
と
「
読
書
週
間
」

は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
回
を
重

ね
る
う
ち
、
日
本
で
は
こ
の
季
節

を
「
読
書
の
秋
」
と
し
て
親
し
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、読
書
を
と
り
ま
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。不

読
率
の
高
止
ま
り
、無
書
店
自
治

体
の
急
増
、公
共
図
書
館
、学
校
図

書
館
に
お
け
る
司
書
の
雇
用
形

態
や
待
遇
の
問
題
な
ど
、取
り
組

む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
80
回
目
と
い
う
節
目
と
な
る

今
年
の「
読
書
週
間
」で
は
思
い
も

あ
ら
た
に
、全
国
の
読
書
推
進
活

動
の
現
場
の
か
た
が
た
と
手
を
携

え
て
、本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
、

大
切
さ
を
伝
え
て
い
こ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
。関
連
行
事
も
い
っ

そ
う
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
、
粘
り

強
く
活
動
さ
れ
て
き
た
か
た
が
た

で
し
た
。
贈
呈
式
当
日
、
受
賞
者

か
ら
そ
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を

聞
く
に
つ
け
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
、
さ
ら

に
は
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
た
ち

に
、
読
書
の
喜
び
を
手
渡
し
た
い

と
い
う
情
熱
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
草
の
根

の
読
書
推
進
活
動
の
大
切
さ
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
読
書
の
意
義
に
つ
い

て
も
、
あ
ら
た
め
て
思
い
を
強
く

い
た
し
ま
し
た
。
私
ど
も
は
今
後

も
こ
の
賞
を
通
じ
て
、
本
と
読
者

の
出
会
い
を
助
け
、
読
書
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
活
動
を
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
年
は
「
読
書
週
間
」
が
第
80

回
を
迎
え
ま
す
。
終
戦
ま
も
な
い

１
９
４
７
年
、
ま
だ
戦
火
の
傷
痕

が
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
素
よ
り
読
書
推
進
運

動
協
議
会
の
活
動
に
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
２
０
２
５
年
の
読
書
推
進

運
動
協
議
会
の
活
動
を
ふ
り
返
り

ま
す
と
、秋
の「
読
書
週
間
」期
間

中
に
贈
呈
式・祝
賀
会
を
行
う「
野

間
読
書
推
進
賞
」が
第
55
回
を
迎

え
ま
し
た
。地
域
や
職
域
な
ど
に

お
い
て
、読
書
の
普
及
に
長
年
尽

力
し
、読
書
推
進
活
動
に
貢
献
し

て
こ
ら
れ
た
か
た
が
た
を
顕
彰
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、１
９
７
１

年
の
賞
の
創
設
以
来
、受
賞
さ
れ

た
団
体・
個
人
は
こ
れ
ま
で
251
を

数
え
ま
す
。

　

そ
し
て
第
55
回
の
受
賞
者
は
、

団
体・
個
人
と
も
に
約
半
世
紀

の
長
き
に
わ
た
り
、ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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■
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会 

全
体
事
業
委
員
会

２
０
２
６
年
度
事
業
に
向
け
、

今
年
度
事
業
を
総
括

　
公
益
社
団
法
人　
読
書
推
進
運
動
協

議
会
の
事
業
で
あ
る
、
２
０
２
６
年
度

春
の
「
第
68
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

お
よ
び
秋
の
「
第
80
回 

読
書
週
間
」

の
標
語
選
定
事
業
委
員
会
が
２
０
２
５

年
12
月
２
日
㈫
、
19
名
の
委
員
が
出
席

に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
事
前
に
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
投
票
を
お
願
い
し
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
、
さ
ら
に
投
票
と
議

論
を
行
っ
た
。
あ
わ
せ
て
１
２
０
０
点

を
超
え
る
応
募
の
な
か
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
入
選
作
が
決
定
し
た
（
詳
し
く
は
８

ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

　
続
い
て
２
０
２
５
年
度 

全
体
事
業

委
員
会
を
開
催
、
事
務
局
か
ら
以
下
の

２
０
２
５
年
度 

事
業
報
告
が
あ
っ
た
。

　
４
月
23
日
～
５
月
12
日
に
行
わ
れ
た

「
第
67
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
の
標

語
は
「
あ
い
こ
と
ば
は　
ヒ
・
ラ
・
ケ
・

ホ
・
ン
」。
ポ
ス
タ
ー
は
、
全
国
で
開

催
さ
れ
た
絵
本
美
術
展
「
童
堂
賛
歌
」

が
話
題
を
呼
ん
だ
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン

パ
ニ
ー
が
今
年
も
描
き
下
ろ
し
で
制

作
、
４
万
７
０
０
０
部
を
配
布
。
行
事

主
催
者
数
は
１
９
２
８
だ
っ
た
。

　
10
月
27
日
～
11
月
９
日
の
「
第
79

回 

読
書
週
間
」
の
標
語
は
「
こ
こ
ろ

と
あ
た
ま
の
、
深
呼
吸
。」。
ポ
ス
タ
ー

５
万
１
５
０
０
部
を
配
布
し
、
37
道
府

県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
に
行
事
補
助

金
、
各
２
万
円
を
贈
呈
。「
全
国
優
良

読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
」
は
35
団
体
に
賞

状
・
副
賞
を
贈
呈
し
た
。

　
７
月
の
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す

め
」
は
13
万
５
０
０
０
部
、
12
月
の

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」
は

18
万
６
０
０
０
部
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
制
作
、
11
月
７
日
に
贈
定
式

を
行
っ
た
「
第
55
回 
野
間
読
書
推
進

賞
」
に
つ
い
て
も
報
告
し
、
最
後
に
翌

年
度
の
事
業
と
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

確
認
、
閉
会
し
た
。

■
各
地
で
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
」
開
催

北
海
道
音
更
町
、
千
葉
県
東
金
市
で

同
日
開
催
！

音更町では、あべ弘士さんと子どもたちが
協力して壁画作り！

東金会場ではワークショップも大盛況！

ル
ド
in
京
葉
」
を
構
成
し
て
お
り
、
近

年
継
続
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
こ
ち

ら
で
も
新
刊
を
中
心
と
し
た
絵
本
・
児

童
書
を
主
催
の
学
生
た
ち
が
選
び
、
大

学
特
別
価
格
で
の
販
売
を
行
な
っ
た
。

　
と
う
が
ね
で
も
コ
ン
テ
ン
ツ
は
豊
富

で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
行
わ
れ
た
、
し
か
け
絵
本
作
家
、

や
ま
は
た
マ
リ
ー
さ
ん
の
「『
い
な
い

い
な
い
ば
あ
！
』を
つ
く
ろ
う
！
」や
、

イ
ケ
メ
ン
の
絵
本
男
子
に
よ
る
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
、
福
祉
総
合
学
部
で
保

育
を
学
ぶ
学
生
に
よ
る
絵
本
の
お
は
な

し
会
な
ど
を
楽
し
む
親
子
連
れ
の
姿
が

見
ら
れ
た
。

　

子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議
が
後

援
す
る
絵
本
ワ
ー
ル
ド
事
業
だ
が
、

２
０
２
５
年
度
は
、
福
島
県
郡
山
市
、

兵
庫
県
姫
路
市
、
前
述
の
東
京
都
千
代

田
区
と
開
催
を
重
ね
て
い
る
。

場
。
真
珠
ま
り
こ
さ
ん
は
「
も
っ
た
い

な
い
ば
あ
さ
ん
の
お
は
な
し
会
」
を
90

分
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
ま
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
は
、
小
寺
卓
矢
さ

ん
の
「
ミ
ニ
ミ
ニ
写
真
絵
本
づ
く
り
」、

す
ず
き
も
も
さ
ん
の
「
美
味
し
い
じ
ゃ

ば
ら
絵
本
つ
く
り
」、
あ
べ
弘
士
さ
ん

の「
み
ん
な
で
モ
ザ
イ
ク
壁
画
づ
く
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ゾ
ロ
リ
と
撮

影
会
」「
し
ず
く
ち
ゃ
ん 

し
ず
く
の
森

の
な
か
ま
を
さ
が
そ
う
！
」や
、缶
バ
ッ

チ
づ
く
り
や
ぬ
り
絵
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
あ
り
、
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

展
示
さ
れ
た
多
数
の
絵
本
の
な
か
か
ら

お
気
に
入
り
を
探
し
た
り
、
作
家
の
サ

イ
ン
会
に
並
ん
だ
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

晩
秋
の
十
勝
の
２
日
間
と
な
っ
た
。

　
同
じ
く
11
月
８
日
㈯
、９
日
㈰
に
は
、

千
葉
県
東
金
市
の
城
西
国
際
大
学
千

葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
と
し
て
、

「
メ
デ
ィ
ア
学
部
生
と
福
祉
総
合
学
部

生
に
よ
る
老
若
男
女
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
！
」
と
題
し
て
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in

と
う
が
ね
２
０
２
５
」が
開
催
さ
れ
た
。

10
月
に
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
前
半
と
あ
わ
せ
て
、「
絵
本
ワ
ー

「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
お
と
ふ
け

２
０
２
５
」
が
、
２
０
２
５
年
11
月
８

日
㈯
、
９
日
㈰
の
両
日
、
北
海
道
河
東

郡
音
更
町
の
音
更
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
同
町
は

十
勝
の
中
核
都
市
帯
広
市
に
隣
接
す

る
、
広
大
な
大
地
と
自
然
に
恵
ま
れ
た

町
で
あ
る
。
北
海
道
に
お
い
て
は
ひ
さ

び
さ
の
絵
本
ワ
ー
ル
ド
開
催
、
音
更
で

は
初
開
催
で
、
地
元
の
書
店
を
中
心
に

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。

　
絵
本
ワ
ー
ル
ド
の
恒
例
で
あ
る
絵
本

の
販
売
の
ほ
か
、初
開
催
を
飾
る
べ
く
、

多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
企
画
、
実
行
さ

れ
た
。
絵
本
作
家
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登

標語選定事業委員会の様子
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■
伊
藤
忠
記
念
財
団 

子
ど
も
文
庫
研
究
交
流
会

文
庫
を
軸
に
子
ど
も
に
本
を
手
渡
す
人

た
ち
の
交
流
を
図
る

の
宝
箱
」
講
師
＝
服
部
雅
子
さ
ん
（
東

京
都
西
東
京
市 

は
と
さ
ん
文
庫
）、「
思

い
が
け
ず
広
が
っ
た
読
書
の
輪
」
講
師

＝
大
野
良
恵
さ
ん
（
東
京
都
八
王
子
市 

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
寺
田
こ
ど
も
文
庫
）

・
交
流
会
（
講
演
会
、
事
例
発
表
を
踏

ま
え
て
の
意
見
交
換
も
可
能
）

　
対
象
は
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
図

書
館
員
、
学
校
司
書
、
教
職
員
、
保
育

者
、
子
ど
も
の
読
書
に
興
味
や
関
心
の

あ
る
人（
高
校
生
以
上
）と
し
て
い
る
。

　
参
加
費
は
無
料
だ
が
、
事
前
の
申
し

込
み
（
締
め
切
り
２
月
５
日
㈭
）
が

必
要
。
会
場
参
加
とZO

O
M

で
の
参

加
よ
り
選
べ
る
（
配
信
は
交
流
会
は

な
し
）。
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細
お
よ
び
参

加
申
し
込
み
は
伊
藤
忠
記
念
財
団
サ

イ
ト
（https://w

w
w

.itc-zaidan.
or.jp/sum

m
ary/lib

rary/
kouryuukai/

）
ま
で
。

　
公
益
財
団
法
人 

伊
藤
忠
記
念
財
団

は
、
２
０
２
６
年
２
月
15
日
㈰
に
出
版

ク
ラ
ブ
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
、「
子
ど
も
文
庫
研
究
交
流
会
in
東

京
」
を
開
催
す
る
。

　

同
財
団
は
草
の
根
の
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
を
目
的
と
し
た

「
子
ど
も
文
庫
助
成
事
業
」
の
募
集
を

毎
年
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
会
は
こ
れ

ま
で
の
助
成
と
は
異
な
る
支
援
と
し

て
、
公
共
機
関
の
職
員
や
関
係
者
な
ど

も
対
象
に
、
子
ど
も
の
読
書
推
進
に
つ

い
て
の
学
び
と
交
流
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
。

・
講
演
「
子
ど
も
の
本
か
ら
広
が
る
世

界
─
翻
訳
と
文
庫
活
動
を
通
し
て
─
」

講
師
＝
さ
く
ま
ゆ
み
こ
さ
ん（
編
集
者・

翻
訳
者
、
長
野
県 

バ
オ
バ
ブ
文
庫
）

・
事
例
発
表
「
は
と
さ
ん
文
庫
は
、
わ

ら
べ
う
た
・
お
は
な
し
・
子
ど
も
の
本

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト 

講
演
会

多
様
性
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
講
演
会

ん
で
い
る
。
東
京
科
学
大
学
教
授
の
伊

藤
さ
ん
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
関

わ
り
か
ら
、
身
体
の
感
覚
の
多
様
さ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
探

求
し
て
い
る
。

　
講
演
会
は
日
本
語
字
幕
付
き
、
対
談

は
逐
次
通
訳
で
行
わ
れ
る
。
参
加
費
は

無
料
だ
が
、
事
前
の
申
し
込
み
（
締
め

切
り
＝
２
月
３
日
㈫
、
先
着
順
）
が
必

要
。
講
演
会
詳
細
お
よ
び
参
加
申
し
込

み
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
サ
イ

ト
（https://

w
w

w.books
tart.or.jp/

）

ま
で
。

・
ス
ト
リ
ッ
ク
さ
ん
と
の
対
談

①
「
子
ど
も
と
共
に
創
る
本
」
対
談
者

＝
攪
上
久
子
さ
ん

②
「『
支
援
す
る
／
さ
れ
る
』
の
そ
の

先
へ
」
対
談
者
＝
伊
藤
亜
紗
さ
ん

　

イ
ギ
リ
ス
の
児
童
書
作
家
、
ス
ト

リ
ッ
ク
さ
ん
は
、
児
童
書
に
お
け
る
多

様
性
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
攪
上
さ
ん
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
絵
本
の
研
究
者
で
、
同
分
野

の
普
及
や
、
絵
本
制
作
指
導
に
取
り
組

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、

２
０
２
６
年
２
月
12
日
㈭
、「
子
ど
も・

社
会
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
講
演
会
『
と

も
に
生
き
る
世
界
を
描
く
～
児
童
書
が

ひ
ら
く
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
未
来
～
』」

を
、
き
ゅ
り
あ
ん 

小
ホ
ー
ル
（
東
京

都
品
川
区
）
で
開
催
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
次
の
と
お
り
。

・
講
演
「『
こ
こ
に
自
分
が
い
る
』
と

思
え
る
物
語
を
」講
師
＝
ア
レ
ッ
ク
ス・

ス
ト
リ
ッ
ク
さ
ん

■
有
楽
町
ブ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク 

有
楽
町
駅
前
で
の
本
の
イ
ベ
ン
ト
！

「
読
書
週
間
」
ポ
ス
タ
ー
も
紹
介

展
。
有
楽
町
イ
ト
シ
ア
前
の
テ
ン
ト

で
、
第
79
回
に
加
え
て
、
第
１
回
の

１
９
４
７
年
以
来
の
ポ
ス
タ
ー
の
な
か

か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
14
点
を
展
示
。
本

年
の
第
80
回
に
む
け
て
訴
求
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
歩
い
て
回
遊
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、

出
版
社
や
書
店
に
よ
る
展
示
や
企
画

ブ
ー
ス
が
な
ら
び
、
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で

は
、「
直
木
賞
作
家 

万
城
目
学
の
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
」、
書
籍
・
マ
ン
ガ
好
き
で

知
ら
れ
る
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
「
吉
田
尚
記 

マ
ン
ガ
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
「
有
楽
町

ブ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
」
に
お
い
て
「
読

書
週
間
ポ
ス
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
出

　
２
０
２
５
年
11
月
９
日
㈰
・
10
日
㈪

の
２
日
間
、
有
楽
町
駅
東
口
広
場
と
東

京
交
通
会
館
前
の
道
路
上
を
会
場
と
し

て
、
書
籍
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
有
楽
町
ブ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開

催
さ
れ
た
。「
有
楽
町
駅
東
口
広
場
社

会
実
験
」
実
行
委
員
会
が
主
催
、
地
元

メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
る
株
式
会
社
ニ
ッ
ポ

ン
放
送
が
企
画
運
営
を
担
当
、
ま
ち
全

体
で
書
籍
文
化
を
体
感
で
き
る
空
間
を

演
出
し
た
。

ブースでは「若い人に贈る読書
のすすめ」リーフレットも配布

申し込み用
QR コード

会場参加申し込み
QR コード

Zoom 参加申し込み
QR コード
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■
「
世
界KAM

ISH
IBAI

の
日
」

紙
芝
居
で
世
界
を
つ
な
げ
る
！

今
回
も
多
く
の
国
・
地
域
か
ら
参
加

『二度と』をヒンドゥー語で演じる
Unita Sachidanand さん

な
ど
か
ら
約
70
名
が
参
加
し
た
。

　
会
場
で
の
実
演
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を

交
え
て
の
ま
つ
い
の
り
こ
さ
ん
の
『
ご

き
げ
ん
の
わ
る
い
コ
ッ
ク
さ
ん
』
で
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

お
話
『
ね
こ
の
お
か
あ
さ
ん
』、イ
ソ
ッ

プ
寓
話
『
う
さ
ぎ
と
か
め
』
な
ど
が
上

演
さ
れ
た
。

　
世
界
各
地
の
演
者
に
よ
る
「
世
界
か

ら
こ
ん
に
ち
は
！
」
で
は
、
会
場
で
松

井
エ
イ
コ
さ
ん
の
『
二
度
と
』
が
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
語
で
上
演
さ
れ
た
。
ま
た
、
録

画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
と
よ
た
か
ず
ひ

こ
さ
ん
の
『
で
ん
し
ゃ
が
く
る
よ
』
が

英
語
で
、
ド
イ
ツ
の
紙
芝
居
『
さ
あ
、

み
ん
な
、
こ
っ
ち
に
来
て
』
が
ド
イ
ツ

語
と
英
語
で
そ
れ
ぞ
れ
上
演
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
で
は
、
紙
芝
居
文
化

の
会
推
薦
の
紙
芝
居
や
、
山
本
祐
司
さ

ん
の
『
こ
ん
に
ち
は
が
い
っ
ぱ
い
！
』

が
多
言
語
と
手
話
で
、
長
野
ヒ
デ
子
さ

ん
の
『
お
す
わ
り
や
す 

い
す
ど
っ
せ
』

が
中
国
語
も
交
え
て
上
演
さ
れ
た
。

　
会
場
に
は
海
外
の
紙
芝
居
も
多
数
展

示
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
よ
り

ひ
と
こ
と
を
も
ら
う
な
ど
、
世
界
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
た
会
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
５
年
12
月
７
日
㈰
、
東
京
都

文
京
区
の
童
心
社KAM

ISH
IBAI 

H
ALL

に
お
い
て
、「
第
８
回 
世
界

KAM
ISH

IBAI

の
日 in Tokyo

（
主
催
＝
紙
芝
居
文
化
の
会
）
が
開
催

さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
12
月
７
日
「
世

界KAM
ISH

IBAI

の
日
」
を
記
念

し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
会
場

と
世
界
中
の
参
加
者
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
い
で
行
わ
れ
る
。
今
年
も
、
会
場

に
は
約
40
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
日
本

各
地
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、オ
ラ
ン
ダ
、韓
国
、

ド
イ
ツ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
マ
レ
ー
シ
ア

■
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館 

手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル

今
年
も
全
国
よ
り
多
数
の
応
募
！

受
賞
者
た
ち
の
活
躍
に
も
注
目

　
コ
ン
ク
ー
ル
も
17
回
を
迎
え
、
過
去

の
受
賞
者
の
活
躍
も
増
え
て
き
た
。
第

１
回
の
最
優
秀
賞
、
か
と
ー
ゆ
ー
こ
さ

ん
は
絵
本
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、
矢
祭
町
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
と
し

て
、
町
の
読
書
推
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
ポ
ス
タ
ー

な
ど
に
イ
ラ
ス
ト
の
提
供
も
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
13
回
の
最
優
秀
賞
受
賞

の
掃
部
千
鶴
さ
ん
は
、
手
づ
く
り
絵
本

大
使
と
し
て
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る

絵
本
『
吉
岡
艮
太
夫
の
生
涯
～
ま
っ
す

ぐ
な
武
士
の
道
～
』
を
、
矢
祭
こ
ど
も

司
書
（
読
書
推
進
リ
ー
ダ
ー
）
ふ
た
り

と
協
力
し
て
制
作
し
、
貴
重
な
郷
土
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

●
矢
祭
町
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

https://m
ottainai-toshokan.

com
/

本
さ
れ
、
副
賞
と
し
て
作
者
へ
贈
呈
さ

れ
る
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
１

年
間
、「
手
づ
く
り
絵
本
大
使
」
に
任

命
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
入

賞
作
品
は
電
子
書
籍
と
し
て
制
作
さ

れ
、
３
年
間
、
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
12
月
13
日
㈯
に
は
、
表
彰
式
と
懇
親

会
が
開
か
れ
た
。
柳
田
さ
ん
、
あ
べ
さ

ん
も
参
加
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
受

賞
者
を
祝
福
。
会
場
に
は
全
受
賞
作
が

展
示
さ
れ
、
た
が
い
に
作
品
を
手
に
取

り
な
が
ら
、
受
賞
者
た
ち
が
交
流
を
深

め
た
。

　
福
島
県
矢
祭
町
の
矢
祭
も
っ
た
い
な

い
図
書
館
が
主
催
す
る
「
第
17
回 

矢

祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館 

手
づ
く
り

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
２
０
２
５
年
10

月
21
日
㈫
に
開
催
さ
れ
、
今
年
の
入
賞

作
品
14
点
が
決
定
、
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、「
自
然
・

友
情
・
心
の
大
切
さ
と
、
夢
と
希
望
が

い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
手
づ
く
り
絵
本
」

を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
作
品
を
募
集

し
て
い
る
。
今
年
の
応
募
作
品
数
は
、

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）
が
50
点
、

家
族
の
部
（
中
学
生
以
下
の
幼
児
・
児

童
・
生
徒
が
家
族
と
一
緒
に
制
作
し
た

も
の
）
が
106
点
だ
っ
た
。

　
最
終
選
考
会
で
は
、
柳
田
邦
男
さ
ん

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）、
あ
べ
弘

士
さ
ん
（
絵
本
作
家
）、
佐
川
正
一
郎

さ
ん
（
矢
祭
町
町
長
）
の
３
人
が
審
査

員
を
務
め
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
ほ
か

受
賞
作
品
が
決
定
し
た
。

　
一
般
の
部
の
最
優
秀
賞
は
『
タ
ー
く

ん
の
お
い
も
ほ
り
』黒
川
良
子
さ
ん（
三

重
県
津
市
）、
家
族
の
部
最
優
秀
賞
は

『
お
庭
は
レ
ス
ト
ラ
ン
』
松
井
絵
里
奈

さ
ん
・
瑠
璃
さ
ん
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

が
受
賞
し
た
。
こ
の
２
作
品
は
印
刷
製

「吉岡艮太夫の生涯」は紙芝居も
用意されている

柳田邦男さん、あべ弘士さんと、全国から
集まった受賞者のみなさん
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生
に
聞
く
」
も
全
校
種
で
50
％
以
上
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
身
近
な
、
信
頼

で
き
る
人
か
ら
の
情
報
を
、
子
ど
も
た

ち
は
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

「
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
調
べ
る
」

と
答
え
た
児
童
生
徒
に
の
み
を
対
象
と

　
ま
た
、「
５
月
１
か
月
館
に
読
ん
だ

本
の
冊
数
」
の
平
均
冊
数
も
、
全
校
種

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
前
回
と
比
べ
る

と
、
小
学
生
13
・
８
冊
→
12
・
１
冊
、

中
学
生
４・１
冊
→
３・９
冊
、
高
校
生

１・７
冊
→
１・４
冊
で
す
。
１
冊
ご
と

に
ペ
ー
ジ
数
や
内
容
が
異
な
る
の
で
、

こ
の
数
字
だ
け
で
は
一
概
に
読
書
量
が

減
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
項

目
⑥
「
今
の
学
年
に
な
っ
て
か
ら
読
ん

だ
本
の
タ
イ
ト
ル
」
の
回
答
に
、
漫
画

や
ア
ニ
メ
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
、
短
い
（
２

～
３
ペ
ー
ジ
ま
た
は
そ
れ
以
下
）
で
ス

ト
ー
リ
ー
や
項
目
が
完
結
す
る
本
が
こ

れ
ま
で
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
な
ど
、

「
じ
っ
く
り
１
冊
を
読
ん
で
い
る
か
ら
、

冊
数
が
減
っ
て
い
る
」
と
も
思
え
ず
、

少
々
心
配
に
な
り
ま
す
。

調
べ
る
力
、
見
極
め
る
力
を

　
項
目
③
④
は
、
情
報
を
得
る
た
め
に

図
書
を
活
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋

ね
る
も
の
で
す
。
小
学
生
の
83・９
％
、

中
学
生
97・０
％
、
高
校
生
の
98・４
％

が
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
ス
マ
ホ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
調
べ
る
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、「
家
族
や
友
だ
ち
、
先

誌
を
の
ぞ
い
て
回
答
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
と

き
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
手
段

を
取
っ
て
い
る
か
、
ネ
ッ
ト
上
で
調
べ

た
情
報
の
真
偽
を
確
認
し
て
い
る
か
、

と
い
っ
た
情
報
収
集
の
手
段
に
つ
い
て

や
、
読
み
聞
か
せ
や
読
書
感
想
の
交
換

な
ど
読
書
体
験
の
共
有
を
し
て
い
る
か

を
聞
い
て
い
る
の
が
、
特
徴
で
す
。

全
校
種
で
「
不
読
率
」
が
上
昇

　
毎
回
注
目
を
集
め
る
、
項
目
①
「
５

月
１
か
月
間
に
読
ん
だ
本
の
冊
数
」
で

「
１
冊
も
読
ま
な
か
っ
た
」
と
答
え
た

子
ど
も
の
割
合
、
い
わ
ゆ
る
「
不
読

率
」
前
回
と
比
べ
、小
学
生
が
８・５
％

→
９・
６
％
、
中
学
生
は
23
・
４
％

→
24
・
２
％
、
高
校
生
は
48
・
３
％

→
55
・
７
％
と
、
今
回
は
す
べ
て
の
校

種
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
不
読
率
は
年

ご
と
に
上
下
す
る
も
の
の
、
２
０
０
０

年
以
降
は
お
お
む
ね
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
３
年
は
増
加
傾
向
を

見
せ
て
い
ま
す
。
図
「
過
去
31
年
分
の

不
読
者
（
０
冊
回
答
者
）
の
推
移
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
設
問
の
特
徴

　
公
益
社
団
法
人 

全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
「
学
校
読
書
調
査
」
の
第

70
回
と
な
る
２
０
２
５
年
度
調
査
の
ま

と
め
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
毎
年
、
６
月
第
１

週
・
２
週
に
全
国
の
小
学
生
（
４
～
６

年
生
）・
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、

児
童
生
徒
の
読
書
状
況
に
関
す
る
調
査

と
し
て
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
項
目
は
、
①
５
月
１
か

月
間
に
読
ん
だ
本
の
冊
数
、
②
５
月
１

か
月
間
に
読
ん
だ
雑
誌
の
冊
数
、
③
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
な
に
で
調
べ
る
か

（
選
択
回
答
）、
④
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
調
べ
た
内
容
が
正
し
い
か
ど
う
か

確
か
め
て
い
る
か
（
選
択
回
答
）、
⑤

読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
っ
た
経
験
、

家
族
・
教
師
・
友
人
と
読
書
体
験
の
共

有
な
ど
の
有
無
（
選
択
回
答
）、
⑥
今

の
学
年
に
な
っ
て
か
ら
読
ん
だ
本
の

タ
イ
ト
ル
（
３
つ
ま
で
）。
本
に
つ
い

て
の
項
目
は
紙
・
電
子
を
問
わ
ず
（
た

だ
し
、
電
子
で
読
ん
だ
冊
数
を
明
示
）、

教
科
書
・
学
習
参
考
書
・
マ
ン
ガ
・
雑

不
読
率
の
上
昇
、
読
書
量
の
低
下
の
解
決
に
向
け
て

子
ど
も
の
好
奇
心
に
応
え
る
読
書
環
境
の
整
備
を
！

■
第
70
回 

学
校
読
書
調
査

し
た
項
目
④
「
そ
の
情
報

が
正
し
い
か
確
か
め
て
い

る
か
」
に
は
、
す
べ
て
の

校
種
で
70
％
以
上
が
「
確

か
め
て
い
る
」
と
回
答
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
中
学

生
の
約
50
％
、
高
校
生
の

約
60
％
が
「
ほ
か
の
サ
イ

ト
で
調
べ
て
い
る
」
と
回

答
し
て
お
り
、「
本
を
使
っ

て
確
か
め
て
い
る
」
は
わ

ず
か
に
２
～
３
％
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。「
ほ
か
の
サ
イ

ト
」
の
情
報
源
が
信
頼
で

き
る
も
の
か
、
判
断
す
る

の
は
む
ず
し
い
こ
と
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
身
近

な
場
所
に
、
好
奇
心
や
知

識
欲
に
応
え
る
だ
け
の
図

書
資
料
が
あ
り
、
適
切
な

図
書
へ
橋
渡
し
を
す
る
大

人
が
い
る
こ
と
が
、
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
す
べ
て
の
調
査
項
目
の

結
果
、
詳
細
な
分
析
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
、『
学
校

図
書
館
』
２
０
２
５
年
11
月
号
は
、
書

店
で
の
注
文
、
ま
た
は
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
へ

の
直
接
注
文
で
購
入
可
能
で
す
。（
編

集
部
）

●
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.j-sla.or.jp/

●図の出典：学校読書調査（全国学校図書館協議会）
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑴

　
２
０
２
５
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

内
容
な
ど
な
ど
、
う
れ
し
い
こ
と
も
た

い
へ
ん
な
こ
と
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
活
動
前

後
の
駐
車
場
の
車
中
で
の
お
し
ゃ
べ
り

で
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
私
た
ち
の
活

動
を
ご
理
解
ご
支
援
く
だ
さ
る
図
書
館

は
じ
め
園
・
団
体
の
み
な
さ
ま
の
お
か

げ
で
、
読
み
聞
か
せ
の
場
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
う
子
ど
も
た

ち
と
大
人
の
方
々
の
笑
顔
は
私
た
ち
の

活
力
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、
や

さ
し
さ
や
思
い
や
り
、
ル
ー
ル
が
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
伝
え
、

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
育

む
大
人
の
方
々
の
笑
顔
が
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
、
コ
ツ
コ
ツ
と
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
勉
強
会
を
年
９
回
開

催
。
２
０
２
３
年
６
月
よ
り
役
員
を
講

師
と
し
「
読
み
聞
か
せ
の
基
本
」
を
学

ぶ
講
座
と
し
て
い
る
。
対
象
は
会
員
や

読
み
聞
か
せ
に
興
味
を
持
つ
方
。

●
読
書
グ
ル
ー
プ
を
作
り
育
て
る
た
め

の
努
力
、
苦
心
、
喜
び
な
ど

　
定
例
会
で
は
各
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
考
に
役
員
が
勉
強
会
の
内
容
を

起
案
。
役
員
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
お
は
な
し
の
語
り
を
聞
く
、
実
際

に
本
を
持
つ
・
発
声
を
す
る
な
ど
能
動

的
な
勉
強
な
ど
の
機
会
を
増
や
し
て
い

る
。
読
み
聞
か
せ
勉
強
会
で
は
、『
絵

本
の
せ
か
い 

こ
ど
も
の
せ
か
い
』（
松

岡
享
子
）
を
テ
キ
ス
ト
に
読
み
聞
か
せ

の
基
本
を
伝
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
も

年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
。

●
読
書
グ
ル
ー
プ
の
設
立
歴
史

　
富
士
市
の
静
岡
県
子
ど
も
読
書
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
１
期
２
期
が
、
市
内
の
小

中
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を
よ
り

質
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
、
連
携
・

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
各
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
賛
同
を
得
て
、
富
士
市

立
図
書
館
・
富
士
市
教
育
委
員
会
の
支

援
で
２
０
１
０
年
２
月
に
発
足
。

●
組
織
と
運
営

　
顧
問
４
名
・
代
表
１
名
・
世
話
人
11

名
（
静
岡
県
子
ど
も
読
書
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
で
運
営
し
て
い
る
。
会
員
は
、

富
士
市
内
小
中
学
校
38
校
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
29
団
体
で
、
富
士
市
立
中
央
図

書
館
を
事
務
局
と
し
て
い
る

●
読
書
活
動
の
実
際

　
定
例
会
は
年
３
回
（
５
月
、
10
月
、

翌
年
２
月
）
で
、
う
ち
１
回
は
総
会
。

定
例
会
で
は
勉
強
会
を
実
施
、
読
み
聞

か
せ
の
基
本
・
本
の
紹
介
・
選
書
リ
ス

ト
配
布
な
ど
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
、
各
校

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
・
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
、59
回
の
実
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
社
会
で
は
相
手
を
思
い
や
り
、

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
命
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
読
み

聞
か
せ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
交
通
安
全
に

関
わ
る
も
の
を
１
点
入
れ
、
ほ
か
に
遊

び
本
や
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
や

さ
し
い
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
絵
本
を

選
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
や
寄
り
そ
う
大

人
の
方
々
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
園
で
の
読
み
聞
か
せ
で
は
「
お
う
ち

の
人
に
も
お
し
え
て
あ
げ
て
ね
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
え
て
、
そ
の
日
読
ん

だ
絵
本
や「
交
通
安
全
の
お
や
く
そ
く
」

を
手
紙
に
し
て
、
ク
ラ
ス
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
を
通
じ

て
、
ご
家
庭
で
も
楽
し
い
時
間
を
持
た

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
自
身
は
絵
本
と
子
ど
も
に
関

わ
る
こ
と
が
大
好
き
な
集
ま
り
で
す
。

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
背
景
が
あ
り
、

お
た
が
い
時
間
を
や
り
く
り
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
絵
本
や
子
ど

も
た
ち
の
反
応
、
参
加
し
た
研
修
会
の

　
私
た
ち
の
活
動
は
、２
０
１
５
年
５

月
、メ
ン
バ
ー
２
名
で
、む
つ
市
交
通
安

全
母
の
会
連
合
会（
現・み
ん
な
の
会
）

の
子
ど
も
向
け
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、む
つ
市
立
図
書
館
で
交
通
安
全
紙

芝
居
を
読
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
す
。
以

来
、交
通
安
全
啓
発
の
紙
芝
居
や
児
童

生
徒
標
語
作
品
な
ど
を
組
み
入
れ
た
読

み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
番
の
黒
っ
ぽ
い
服
装
に
会
の
シ
ン

ボ
ル
の
黄
色
い
ス
カ
ー
フ
と
ラ
イ
ト
に

光
る
反
射
材
を
つ
け
る
ス
タ
イ
ル
か
ら

「
黄
色
い
お
守
り
＝
イ
エ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ム
」と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
転
勤
に
よ
る
入
れ
替
わ

り
を
経
て
、
現
在
４
名
で
活
動
中
。
今

年
度
は
図
書
館
を
は
じ
め
、
保
育
園
・

こ
ど
も
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

交
通
安
全
や
、
や
さ
し
い
気
持
ち
を

お
は
な
し
で
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

「
大
人
の
た
め
の
朗
読
会
」
で
中
津

出
身
・
福
沢
諭
吉
関
連
の
本
を
朗
読

む
つ
市
交
通
安
全
み
ん
な
の
会

連
合
会　
イ
エ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ム

青
森
県
む
つ
市

〈
推
薦
〉

青
森
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

山
道　

千
代

富
士
市
学
校
読
み
聞
か
せ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

静
岡
県
富
士
市

〈
推
薦
〉

静
岡
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

狩
野
窪
高
江

市
内
小
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

と
も
に
実
践
・
情
報
を
共
有
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支
援
学
校
、
老
人
保
健
施
設
、
こ
ど

も
食
堂
、
障
が
い
児
放
課
後
学
童
、
幼

稚
園
な
ど
、
は
ば
広
い
場
所
か
ら
の
ご

依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
う
ち
３
か

所
は
毎
月
訪
問
し
て
い
ま
す
。
朗
読
を

通
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
健
常

者
の
方
も
、
同
じ
よ
う
に
喜
び
を
共
有

で
き
る
こ
と
は
、
本
の
す
ば
ら
し
い
力

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
活
動
先
で
子
ど
も
た
ち
が
会
員
の
顔

を
見
つ
け
、
手
を
振
っ
て
声
を
か
け
て

く
れ
る
瞬
間
は
、
な
に
に
も
代
え
が
た

い
喜
び
で
あ
り
、
最
大
の
励
み
で
す
。

こ
の
瞬
間
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
技
術

を
磨
き
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
申
し
ま
す
が
、

結
成
当
時
は
歳
を
取
る
こ
と
を
忘
れ
て

い
ま
し
た
。
読
む
こ
と
が
好
き
で
、
夢

中
で
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、

年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
家
庭
の
事

情
や
本
人
の
体
調
、
車
の
運
転
が
困
難

に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
会

員
の
参
加
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
希
望
や
情
熱
は
あ
っ
て
も
、

こ
の
ま
ま
で
は
継
続
が
む
ず
か
し
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
は

会
が
未
来
へ
つ
な
が
る
よ
う
、
新
た
な

仲
間
を
募
り
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
地

域
の
方
々
に
「
Ｎ
ｅ
ｗ
杜
の
声
」
を
届

け
る
よ
う
、
活
動
に
力
を
注
い
で
参
り

ま
す
。

ル
を
結
成
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
若

者
が
よ
く
使
っ
て
い
る
短
く
詰
め
た
こ

と
ば
で
は
な
く
、
日
本
語
が
持
つ
情
緒

あ
る
美
し
さ
、
温
か
さ
、
懐
か
し
さ
を

次
世
代
に
伝
え
た
い
と
強
く
願
っ
て
い

ま
す
。

　

朗
読
技
術
の
維
持・
向
上
の
た
め
、

東
京
の
講
師
の
先
生
と
月
１
回
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
、有
意
義
で
楽

し
い
学
び
の
時
間
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
年
間
の
べ
36

回
と
多
い
た
め
、
当
番
制
を
導
入
し
、

会
員
全
員
が
公
平
に
参
加
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
場
所

で
同
じ
本
を
読
ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
で
多
く
の

本
を
お
借
り
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も

助
か
っ
て
い
ま
す
。

べ
て
の
こ
と
を
全
員
で
相
談
し
て
決
め

る
」
こ
と
を
方
針
に
し
、
月
１
回
の
例

会
で
、関
心
の
あ
る
本
の
情
報
共
有
や
、

読
み
聞
か
せ
の
役
割
分
担
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
全
員
が
当

事
者
意
識
を
持
つ
と
い
う
こ
と
も
、
活

動
を
長
く
続
け
ら
れ
る
一
因
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
人
数
が
減
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
に
寂
し
さ
を
感
じ
る
と
き
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
新
た
な
訪
問

先
の
提
案
や
、
新
宮
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
会
議
へ
の
会
員
の
参
加
な
ど
、

活
動
場
所
を
広
げ
る
努
力
を
続
け
、
新

旧
問
わ
ず
さ
ま
ざ
な
な
分
野
の
本
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
本
の
楽
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
活
動
内
容
は
、
定
期
的
に
行
う
、
保

育
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
読
み

聞
か
せ
や
、
大
人
向
け
お
は
な
し
会
で

す
。ま
た
、地
元
の
民
話
を
も
と
に
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
を
制
作
す
る
な
ど
、
会
員
の

得
意
な
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
に
地
域
の
文
化
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
な
取
組
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
を
続
け
る
う
え
で
励
み
に
な
る

の
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
で

す
。
小
さ
か
っ
た
子
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
、
し
っ
か
り
と
読
み
聞
か
せ
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
読
み
聞
か
せ
や
本
を
楽
し
ん
で
い

る
の
を
感
じ
る
の
は
、
な
に
よ
り
の
喜

び
で
す
。

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
を

活
か
し
て
リ
ー
ダ
ー
は
作
ら
ず
、「
す

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が

読
み
聞
か
せ
の
喜
び

「
大
人
の
た
め
の
朗
読
会
」
で
中
津

出
身
・
福
沢
諭
吉
関
連
の
本
を
朗
読

「
Ｎ
ｅ
ｗ
杜
の
声
」
は
、
２
０
０
８
年

４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
、
音
声

訳
に
参
加
し
て
い
た
仲
間
の
集
ま
り
で

し
た
が
、「
聞
き
手
の
心
に
残
る
読
み

を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
本
格

的
な
朗
読
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
サ
ー
ク

朗
読
サ
ー
ク
ル

Ｎ
ｅ
ｗ
杜
の
声

大
分
県
中
津
市

〈
推
薦
〉

大
分
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

及
川　

花
子

　
お
は
な
し
の
玉
手
箱
は
、
長
年
読
み

聞
か
せ
や
文
庫
活
動
を
し
て
い
た
方

の
、「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、

心
が
通
じ
あ
う
ひ
と
と
き
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
本
と
出
会
い
語

り
あ
え
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
い

う
呼
び
か
け
か
ら
、
新
宮
市
教
育
委
員

会
が
事
務
局
と
な
り
、
２
０
０
２
年
に

発
足
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
教
育
委
員
会
か
ら
独
立
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
、
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
も
10
人
前

後
の
会
員
数
を
保
っ
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
の
玉
手
箱

和
歌
山
県
新
宮
市

〈
推
薦
〉

和
歌
山
県
公
共
図
書
館
協
会

代
表
者　

谷
中
き
よ
子

●
読
書
グ
ル
ー
プ
を
継
続
す
る
コ
ツ
。

行
っ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

　
起
案
し
た
テ
ー
マ
が
伝
わ
る
よ
う
、

役
員
が
会
合
を
重
ね
会
員
へ
提
案
を
続

け
て
い
る
。
ま
た
外
部
の
講
師
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

●
こ
れ
か
ら
の
希
望
、
抱
負
な
ど

　
今
後
も
参
加
す
る
み
な
さ
ん
と
研
鑽

し
、
各
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
お
は
な

し
を
届
け
て
い
き
た
い
。



事
務
局
報
告
（
12
月
）

☆
１
日
＝
２
０
２
６
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

「
読
書
週
間
」
事
業
委
員
三
次
投
票 

締
め

切
り

☆
２
日
＝
２
０
２
６
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

「
読
書
週
間
」
標
語
選
定
・
全
体
事
業
委

員
会

・
４
日
＝
「
第
29
回 

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー

ル
」
個
人
審
査
会 

参
加
（
図
書
館
振
興

財
団
）

・
10
日
＝
「
２
０
２
５ 

出
版
販
売
年
末
懇
親

会
」
出
席
（
帝
国
ホ
テ
ル
）

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
697
号 

入
稿

☆
９
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
697
号 

責
了

・
12
日
＝
「
第
58
回 

造
本
装
禎
コ
ン
ク
ー
ル
」

監
査

・
12
日
＝
「
２
０
２
５ 

上
野
の
森
親
子
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
」
事
業
報
告
を
作
成
・
郵
送

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
697
号 

出
来

・
17
日
＝
「
第
58
回
・
第
59
回 

造
本
装
禎
コ

ン
ク
ー
ル
」
実
行
委
員
会 

出
席

・
17
日
＝
講
談
社
「
２
０
２
５ 

野
間
出
版
文

化
賞
」ほ
か
贈
呈
式 

出
席（
帝
国
ホ
テ
ル
）

・
19
日
＝
「
２
０
２
６ 

上
野
の
森
親
子
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
」
出
展
者
説
明
会 

開
催

☆
26
日
＝
事
務
局
仕
事
納
め

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
昨
年
末
12
月
17
日
に
講
談
社
の
野
間
出

版
文
化
賞
の
贈
呈
式
が
あ
り
、
吉
田
修
一

さ
ん
と
李
相
日
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
。
い

わ
ず
と
知
れ
た
２
０
２
５
年
の
メ
ガ
ヒ
ッ

ト
『
国
宝
』
の
原
作
・
監
督
の
コ
ン
ビ
で

あ
る
。
お
ふ
た
り
の
は
に
か
む
よ
う
な
笑

顔
を
み
な
が
ら
、
小
説
の
映
画
化
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
。
李
さ
ん
が
受
賞
の
コ
メ

ン
ト
で
「
吉
田
さ
ん
と
脚
本
に
つ
い
て
打

ち
あ
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
、
こ
の
長
大
な

大
河
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
原
作
か
ら
、
ど
の

よ
う
に『
取
捨
選
択
』を
し
よ
う
か
、ず
っ

と
悩
み
考
え
て
い
た
」
と
話
さ
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

●
好
き
な
小
説
が
映
画
に
な
り
、
観
て

が
っ
か
り
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
先
に
映

画
を
観
て
…
…
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

両
方
で
き
が
い
い
の
は
、
案
外
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
吉
田
作
品
は
映
像

化
に
む
い
て
い
る
の
か
、
同
じ
李
監
督
の

『
悪
人
』と『
怒
り
』も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

個
人
的
に
は
、
沖
田
修
一
監
督
の
『
横
道

世
之
介
』
が
お
気
に
い
り
だ
。
高
良
健
吾

演
じ
る
世
之
介
が
主
人
公
の
イ
メ
ー
ジ
に

ぴ
っ
た
り
で
、
原
作
、
映
画
と
も
「
青
春

モ
ノ
」
の
秀
作
だ
と
思
っ
て
い
る
。

●
近
年
で
は
、
村
上
春
樹
原
作
、
濱
口
竜

介
監
督
の
『
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
』

が
出
色
だ
っ
た
。
こ
ち
ら
は「
取
捨
選
択
」

と
逆
に
、
短
編
小
説
に
他
の
作
品
の
要
素

も
加
え
て
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
、
見
事
に

新
し
い
物
語
を
構
築
し
て
い
る
。

●
最
後
に
海
外
も
の
で
長
く
大
好
き
な
マ

リ
ア
ー
ジ
ュ
を
。フ
レ
デ
リ
ッ
ク・フ
ォ
ー

サ
イ
ス
×
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ン
ネ
マ
ン
の

『
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
日
』。
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統

領
を
狙
う
殺
し
屋
、エ
ド
ワ
ー
ド・フ
ォ
ッ

ク
ス
の
ク
ー
ル
な
こ
と
。　
　
（
佐
々
木
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と

（8）読 書 推 進 運 動 （第三種郵便物認可） 第698号2 0 2 6 年1月15日

読書推進運動協議会
X（旧Twitter）

　
第
68
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
標

語
の
応
募
総
数
は
一
般
・
会
員
各
社

あ
わ
せ
て
６
１
０
点
（
選
考
対
象
は

３
２
７
点
）。
第
80
回
「
読
書
週
間
」

標
語
の
応
募
総
数
は
６
６
３
点
（
選
考

対
象
は
３
６
４
点
）
で
し
た
。

　
選
定
委
員
会
で
は
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
標
語
、「
読
書
週
間
」
標
語
の

順
で
協
議
。
ど
ち
ら
も
、
事
業
委
員
に

よ
る
数
回
の
投
票
（
第
３
回
投
票
ま
で

は
メ
ー
ル
で
集
計
）
で
作
品
を
絞
り
、

推
薦
の
弁
な
ど
を
加
え
て
、
最
終
的
に

各
委
員
の
一
票
投
票
に
よ
っ
て
、
入
選

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ご
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
社
内
の

応
募
作
を
と
り
ま
と
め
い
た
だ
い
た
会

員
各
社
の
担
当
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
第
68
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間 

標
語
】

■
入
選
（
図
書
カ
ー
ド
１
万
円
）
１
点

・
こ
と
ば
が
き
み
の
は
ね
に
な
る

　
吉
川　
彩
奏
さ
ん
（
講
談
社
）

■
次
点
（
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
）
２
点

・
よ
ん
で
ふ
や
そ
う

　
こ
こ
ろ
の
ペ
ー
ジ

　
長
堀　
良
祐
さ
ん
（
講
談
社
）

　

２
０
２
５
年
12
月
２
日
㈫
、
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会

の
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
お
よ
び
「
読
書
週
間
」
標
語
選
定
事
業
委
員

会
（
出
席
19
名
）
が
開
催
さ
れ
、「
２
０
２
６ 

第
68
回 

こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
と
「
２
０
２
６ 

第
80
回 

読
書
週
間
」
の
標
語
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
い
っ
ぱ
い
読
ん
で
、
夢
い
っ
ぱ
い

　
落
合　
正
子
さ
ん
（
ト
ー
ハ
ン
）

■
佳
作
（
図
書
カ
ー
ド
２
千
円
）
20
点

・
い
い
本
見
～
つ
け
た
！

・
気
に
な
る
、
手
に
と
る
、

　
読
ん
で
み
る

・
こ
と
ば
の
た
ね
が 

こ
こ
ろ
に
さ
い
た

・
な
い
た 

わ
ら
っ
た 

ほ
ん 

す
ご
い

・
キ
ミ
の
一
冊
、
き
っ
と
み
つ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

【
第
80
回 

読
書
週
間 

標
語
】

■
入
選
（
図
書
カ
ー
ド
１
万
円
）
１
点

・
静
か
だ
け
ど
、
冒
険
中
。

　
船
倉
菜
々
子
さ
ん
（
小
学
館
）

■
次
点
（
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
）
２
点

・
栞
が
教
え
る
、
心
の
居
場
所

　
長
堀　
良
祐
さ
ん
（
講
談
社
）

・
私
に
は
、
本
が
あ
る
。

　
百
足
祐
希
乃
さ
ん
（
ト
ー
ハ
ン
）

■
佳
作
（
図
書
カ
ー
ド
２
千
円
）
22
点

・
あ
の
日
の
栞
で
待
ち
合
わ
せ

・
世
界
を
変
え
る
、
ひ
と
め
く
り

・
言
の
葉
舞
う
、
読
書
の
秋

・
さ
あ
、
言
葉
の
旅
へ
で
か
け
よ
う　

・
今
日
の
予
定
、
読
書
。

・
ぱ
ら
り
ぱ
ら
り 

春
夏
秋
冬　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

標語決定！

2026  第 80 回
「読書週間」

静かだけど、冒険中。

2026  第 68 回
「こどもの読書週間」
ことばがきみのはねになる


